
（別紙３）

～ R7年12月22日

（対象者数） 14 （回答者数） 13

～ R8年1月15日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・保護者と職員との連携を強化し、悩みや課題を考えながら
支援を行っていく。

2
・職員の成功体験を保護者と共有し、より子どもたちへの成
⾧を喜べるよう、連絡や情報共有をより密に進めていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 ・環境の整備

2

・地域イベントの参加
・可能である福祉サービス事業等と連携を深め、地域の催し
ものへの参加など、事業所の認知度を高めていくことから実
施していく

3
・校舎の周りに柵を設置する
・校舎の外へ出る際の職員配置と安全面を考慮する

放課後等デイサービスひまわり袋井南中前校

安全面

○保護者評価実施期間

・接点が少ない
・情報などが少ない
・現代の関係の希薄さからか、地域との連携もなかなか接点を
見いだせていないように感じている

○従業者評価有効回答数

・一つの活動の切り替えができるように、一つひとつ区切りを
つけている。
・「食」に触れる機会を増やしている。
・学校や家庭での支援方法や対応方法を聞きながら、同じ方向
で支援ができるように保護者と学校と情報共有を行っている。

○事業所名

R7年12月22日

○事業者向け自己評価表作成日

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

・校舎に面している道路の交通量が多い
・通り抜けとして車や自転車が敷地内に入ってくることがある

R7年12月10日

地域交流の少なさ
他の保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や活動する
機会がほとんどない

○保護者評価有効回答数

全体的に学年や課題となる支援内容が近いため、支援内容が統
一できる。

○従業者評価実施期間

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

・個別の支援や少人数での支援を行いながら、小集団へと繋げ
ていけるように支援内容を考えている。
・必要に応じて個別支援を行う。

R8年1月16日

個室がない
施設内の設備や環境がそれぞれの特性に合った整備や部屋数に
なっていない。

小集団での療育に取り組んでいる。
また、小集団の中でも職員が個別的な介入をすることで、
個々に寄り添った支援を行っている。

事業所として考えている課題の要因等


